
令和元年10月３日

農林水産省消費・安全局動物衛生課

最近の豚コレラ、アフリカ豚コレラを
めぐる情勢について

【参考資料１】



豚コレラ対策に係る歴史

日本 EU OIE

1969年、生ワクチン実用化

1992年、熊本で最終発生（恒常的にワクチン接

種を実施していたが、生産者からもコスト縮減
の一環として豚コレラ撲滅、ワクチンに頼らない
防疫対策への転換の要望）

1996年、豚コレラ撲滅対策開始

2000年、ワクチン接種を原則禁止、輸入検疫を
強化（使用には都道府県知事の許可が必要）

2004年、鹿児島県においてワクチン由来ウイ

ルスによる疑似患畜が５事例相次いで発生。
ワクチンを使用せず殺処分により対応。ワクチ
ン接種豚（抗体陽性豚）の存在が防疫の支障
になったとして全面中止の提言

2004年、それまでのBSE等の家畜伝染病の発
生を受け、飼養衛生管理基準を新設

2006年、ワクチンを全面中止。防疫指針でワク
チンを「緊急時の対応」として位置づけ。

2007年、豚コレラ清浄国宣言（ワクチン中止か
ら１年経ったため）

2014年、口蹄疫の発生による家畜伝染病予防
法の改正により、飼養衛生管理基準を改正、
指導・勧告・命令規定を新設

2015年、OIEにより清浄国認定

1980年、豚コレラ撲滅プログラムを策定
（EEC/80/217）し、全EU諸国が5年以内にワクチ

ン非接種清浄になることを目指し、豚コレラ感
染地域において、ワクチン接種を段階的に中
止する方針となった。

1990年代、欧州で豚コレラ大流行するも、ワク
チン接種をせずに清浄化を達成。

1990年代以降、ドイツでは野生イノシシ由来で

家畜で豚コレラが発生するも、野生イノシシへ
の経口ワクチン散布により2009年家畜におい
て豚コレラ清浄化を達成。

現在は、豚コレラ防疫措置に関するEU法
（2001/89/EC）に基づき、ワクチン接種は原則
禁止。

1994年、WTOの発足、SPS協定ができたことに
より、国際基準としてのOIEステータスの重要性

が拡大。経済的な合理性や技術的要件から優
先度を設け、疾病毎に順次協議を開始。

2010年、豚コレラに関する議論を開始。

2013年、OIE総会において、豚コレラを公式認
定疾病とすることが採択。
2015年、豚コレラの公式認定開始
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豚コレラ及びアフリカ豚コレラについて

【 特徴 】

○病原体
アフリカ豚コレラウイルス

○特徴
・豚コレラに酷似するが、病
原性は強い傾向。（感染力
は同等とされる）

・豚ー豚間の接触以外に、ダ
ニによっても媒介される。

※ ワクチン、治療法はない

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ

○病原体
豚コレラウイルス

○特徴
・豚ー豚（イノシシ）間の
接触により感染。

※ 有効なワクチンが存在

豚
コ
レ
ラ

○欧州、アジア、アフリカ、南
米の一部の国々で発生。

○アジアにおいては全ての国で
豚コレラが発生。日本以外の
国のOIEステータスは、発生
中あるいはワクチン接種によ
り非清浄国。

○昨年9月に岐阜県において、
26年ぶりに発生。

○岐阜県、愛知県、三重県、福
井県、埼玉県及び長野県の６
県で発生。これまで約14.4万
万頭を殺処分。

○野生イノシシでは9県で感染
確認（上記６県に加え、石川
県、富山県、滋賀県）。

【 近隣諸国の発生状況 】 【 我が国の発生状況 】

○アフリカ、欧州の一部（ロシ
ア及びその周辺国、東欧）
の国々で発生。

○昨年８月の中国における発生
以降、アジア各国に感染が拡
大しつつ、発生が継続。

○本年９月には、韓国において
発生し、これまでに９事例を
確認。

○未発生。

○本年４月22日にはアフリカ豚
コレラ対策について、関係省
庁が申し合わせ。

※ いずれも人に感染しない（感染するのは豚とイノシシのみ）。肉及び肉製品を食べても問題ない。
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事例数： 45事例 （防疫措置対象： 79農場、4 と畜場、144,230 頭)
農林水産省
対策本部

防疫対応状況（予定は最短の場合）

措置完了日（０日目） 17日目 28日目

発生場所 発生日
飼養頭数※（種別） 防疫措置（殺処分、消毒等） 搬出制限区域

解除
移動制限区域

解除開始 完了

①
豚一貫農場

（岐阜県岐阜市）
2018年
９月９日

546頭 ９月９日
９月９日
６時00分

９月11日
14時00分

９月29日０時解除 10月10日０時解除

②
畜産センター公園
（岐阜県岐阜市）

2018年
11月16日

21頭 -
11月16日
１時00分

11月16日
15時00分

12月４日０時解除 12月15日０時解除

③
畜産研究所

（岐阜県美濃加茂市）
2018年

12月５日
503頭 12月５日

12月５日
５時30分

12月７日
15時32分

12月25日０時解除 １月５日０時解除

④
いのしし飼養施設

（岐阜県関市）
2018年

12月10日
21頭(いのしし) -

12月10日
11時30分

12月11日
15時56分

12月29日０時解除 １月９日０時解除

⑤
農業大学校

（岐阜県可児市）
2018年

12月15日
10頭 -

12月15日
20時30分

12月16日
15時35分

１月３日０時解除 １月14日０時解除

⑥
豚一貫農場

（岐阜県関市）
2018年

12月25日
8,083頭 -

12月25日
7時30分

12月28日
8時10分

１月16日０時解除 1月26日０時解除

⑦

豚一貫農場
（岐阜県各務原市）

2019年
1月29日

1,609頭

-

１月29日
９時00分

１月31日
７時00分

２月18日０時解除 ３月１日０時解除

と畜場（㋐）
（岐阜県岐阜市）

（関連と畜場） 150頭（係留頭数）
１月29日
17時45分

１月31日
７時00分

- -

豚肥育農場（㋑）
（岐阜県本巣市）

（関連農場） 778頭
１月30日
13時20分

２月１日
６時50分

- -

⑧

豚一貫農場
（愛知県豊田市）

2019年
２月６日

5,620頭

２月６日

２月６日
午前

２月12日
８時00分

３月２日０時解除 ３月13日０時解除

豚肥育農場（㋒）
（愛知県田原市）

（関連農場） 1,611頭
２月６日

13時00分
２月10日
21時00分

- -

豚肥育農場（㋓）
（長野県宮田村）

（関連農場） 2,444頭
２月６日

13時00分
２月８日

17時30分
- -

と畜場（㋔）
（長野県松本市）

（関連と畜場） 38頭（係留頭数）
２月６日

11時00分
２月８日

17時30分
- -

豚一貫農場（㋕）
（岐阜県恵那市）

（関連農場） 4,333頭 ２月６日
９時00分

２月８日
17時10分

- -

豚肥育農場（㋖）
（大阪府東大阪市）

（関連農場） 737頭
２月６日
９時30分

２月15日
17時30分

- -

豚肥育農場（㋗）

（滋賀県近江八幡市）
（関連農場） 699頭

２月６日
10時30分

２月８日
17時45分

- -

豚コレラの防疫措置対応（概要）

～ ～

※飼養頭数は患畜確定時の頭数

令和元年９月30日 18時00分現在

3



事例数： 45事例 （防疫措置対象： 79農場、4 と畜場、144,230 頭)
農林水産省
対策本部

防疫対応状況（予定は最短の場合）

措置完了日（０日目） 17日目 28日目

発生場所 発生日
飼養頭数※（種別） 防疫措置（殺処分、消毒等） 搬出制限区域

解除
移動制限区域

解除開始 完了

⑨

豚一貫農場（１戸２農場）
（愛知県田原市）

2019年
２月13日

1,740頭

- ２月13日
８時00分

２月24日
20時00分

３月17日０時解除 ３月25日０時解除養豚団地関連（７戸14農場）（㋘）
（愛知県田原市）

（関連農場） 15,585頭

⑩
豚肥育農場

（岐阜県瑞浪市）
2019年

２月19日
5,765頭 - ２月19日

11時00分

２月23日
７時00分

３月13日０時解除 ３月24日０時解除

⑪
豚一貫農場

（岐阜県山県市）
2019年
３月７日

1,503頭 - ３月７日
９時30分

３月９日
７時30分

３月28日０時解除 ４月７日０時解除

⑫
豚繁殖農場

（岐阜県山県市）
2019年

３月23日
3,637頭

-
３月23日
９時00分

３月26日
７時00分

４月14日０時解除 ４月24日０時解除

⑬
豚一貫農場

（愛知県瀬戸市）
2019年

３月27日
4,131頭

-
３月27日
12時40分

４月３日
19時30分

５月12日０時解除 ５月23日０時解除

⑭

豚一貫農場
（愛知県田原市）

2019年
３月28日

1,730頭

-
３月28日
12時00分

４月５日
17時00分

５月24日０時解除 ５月24日０時解除
養豚団地関連（３戸３農場）（㋙）

（愛知県田原市）
（関連農場） 6,421頭

⑮
豚一貫農場

（愛知県瀬戸市）
2019年

３月29日
1,468頭

３月29日

３月29日
11時:50分

４月３日
19時30分

５月12日０時解除 ５月23日０時解除

⑯
豚一貫農場

（愛知県田原市）
2019年

３月29日
1,014頭 ３月29日

23時45分
４月2日
16時00分

６月17日０時解除 ６月21日０時解除

⑰
豚一貫農場

（岐阜県美濃加茂市）
2019年

３月30日
666頭 - ３月30日

15時30分
３月31日
15時30分

４月18日０時解除 ４月29日０時解除

⑱
豚一貫農場

（岐阜県恵那市）
2019年
４月９日

3,521頭 - ４月９日
11時18分

４月11日
17時00分

４月29日０時解除 ５月10日０時解除

⑲
豚一貫農場

（愛知県瀬戸市）
2019年

４月10日
4,641頭 － ４月10日

15時00分
４月15日
18時00分

５月12日０時解除 ５月23日０時解除

⑳

豚一貫農場
（岐阜県恵那市）

2019年
４月17日

9,830頭

－

４月1７日
11時30分

4月22日
8時00分

５月10日０時解除 ５月21日０時解除

と畜場（ア）
（岐阜県岐阜市）

（関連と畜場） 67頭 4月17日
17時00分

4月18日
8時00分

- -

豚コレラの防疫措置対応（概要）

※飼養頭数は患畜確定時の頭数

～ ～

令和元年９月30日 18時00分現在
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事例数： 45事例 （防疫措置対象： 79農場、4 と畜場、144,230 頭)

農林水産省
対策本部

防疫対応状況（予定は最短の場合）

措置完了日（０日目） 17日目 28日目

発生場所 発生日
飼養頭数※（種別） 防疫措置（殺処分、消毒等） 搬出制限区域

解除
移動制限区域

解除開始 完了

㉑

豚一貫農場
（愛知県田原市）

2019年
４月21日

1,024頭 －
4月21日
11時40分

4月25日
19時00分

５月24日０時解除 ５月24日０時解除

豚肥育農場（㋚）
（愛知県田原市）

（関連農場） 391頭

－
4月21日
10時45分

4月25日
19時00分

- -
豚肥育農場（㋛）
（愛知県田原市）

（関連農場） 311頭

㉒
豚一貫農場

（愛知県瀬戸市）
2019年

４月22日
966頭 －

４月22日
12時00分

４月24日
19時00分

５月12日０時解除 ５月23日０時解除

㉓

豚一貫農場
（愛知県田原市）

2019年
５月17日

3,433頭

－

5月17日
16時00分

5月23日
20時00分

７月７日０時解除 7月15日0時解除

養豚団地関連（1戸１農場）（㋜）
（愛知県田原市）

（関連農場） 1,304頭
5月17日
16時00分

5月23日
20時00分

- -

㉔
豚一貫農場

（岐阜県山県市）
2019年

５月25日
2,040頭 － 5月25日

15時00分
5月28日
8時00分

6月15日０時解除 6月26日０時解除

㉕
豚肥育農場

（岐阜県山県市）
2019年
６月５日

7,429頭 ６月６日 ６月５日
18時10分

６月10日
8時20分

6月28日０時解除 7月9日０時解除

㉖
豚一貫農場

（愛知県田原市）
2019年

６月12日
1,271頭 － ６月12日

14時45分
６月16日
10時00分

７月７日０時解除 7月15日０時解除

㉗
豚一貫農場

（岐阜県関市）
2019年

６月23日
1,193頭 － ６月23日

18時00分
６月25日
12時50分

７月13日０時解除 ７月24日０時解除

㉘

豚一貫農場
（愛知県西尾市）

2019年
６月29日

1,141頭 － ６月29日
19時15分

７月９日
23時50分

７月28日０時解除 ８月７日０時解除

養豚団地関連（４戸６農場）（㋝）
（愛知県西尾市）

（関連農場） 6,687頭 －
６月29日
19時15分

７月９日
23時50分

- -

豚コレラの防疫措置対応（概要）

～ ～

※飼養頭数は患畜確定時の頭数

令和元年９月30日 18時00分現在
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事例数： 45事例 （防疫措置対象： 79農場、4 と畜場、144,230 頭)

農林水産省
対策本部

防疫対応状況（予定は最短の場合）

措置完了日（０日目） 17日目 28日目

発生場所 発生日
飼養頭数※（種別） 防疫措置（殺処分、消毒等） 搬出制限区域

解除
移動制限区域

解除開始 完了

㉙
豚一貫農場

（岐阜県恵那市）
2019年
７月３日

4,810頭 －
７月３日

23時00分
７月７日

15時15分
７月25日０時解除 ８月５日０時解除

㉚

豚肥育農場
（愛知県長久手市）

2019年
７月８日

583頭

－
７月８日
９時00分

７月12日
17時00分

７月31日０時解除 ９月11日０時解除

豚肥育農場（㋞）
（愛知県瀬戸市）

関連農場 217頭 - -

㉛
豚一貫農場

（岐阜県七宗町）
2019年

７月10日
405頭 －

７月10日
７時00分

７月11日
14時30分

７月29日０時解除 ８月９日０時解除

㉜
豚一貫農場

（三重県いなべ市）
2019年

７月24日
4,189頭 －

７月24日
21時00分

７月30日
22時00分

８月17日０時解除 ８月28日０時解除

㉝
豚一貫農場

（岐阜県恵那市）
2019年

７月27日
1,007頭 －

７月28日
2時00分

７月30日
10時30分

８月17日０時解除 ８月28日０時解除

㉞
豚一貫農場

（福井県越前市）
2019年

７月29日
297頭 7月31日 ７月29日

20時00分
８月１日
９時30分

９月３日０時解除 ９月14日０時解除

㉟
豚一貫農場

（愛知県豊田市）
2019年
８月９日

312頭 － ８月９日
21時20分

８月11日
13時40分

９月21日０時解除
清浄性確認検査②

陰性確認後
10月１日０時解除予定

㊱
県農業総合試験場
（愛知県長久手市）

2019年
８月９日

707頭 － ８月９日
22時20分

８月13日
21時30分

８月31日０時解除 ９月11日０時解除

㊲
豚一貫農場

（福井県越前市）
2019年

８月12日
688頭 － ８月12日

20時08分
８月16日
16時34分

９月３日０時解除 ９月14日０時解除

㊳
豚一貫農場

（岐阜県揖斐川町）
2019年

８月17日
3,606頭 - ８月17日

16時30分
８月23日
９時00分

９月11日０時解除 ９月21日０時解除

㊴
豚肥育農場

（愛知県豊田市）
2019年

８月31日
252頭 - ８月31日

21時00分
９月２日

10時00分
９月20日０時解除 10月１日０時解除予定

㊵
豚繁殖農場

（岐阜県中津川市）
2019年
９月５日

316頭 ９月５日 ９月５日
16時45分

９月６日
10時30分

９月24日０時解除 10月５日０時解除予定

㊶

豚一貫農場
（埼玉県秩父市）

2019年
９月13日

924頭 － ９月13日
21時00分

９月17日
18時00分

10月５日０時解除予定 10月16日０時解除予定

と畜場（タ）
（山梨県笛吹市）

関連と畜場 （搬入頭数 37頭） － - - - -

豚コレラの防疫措置対応（概要）

～ ～

※飼養頭数は患畜確定時の頭数

*

*

精査中

*

*

令和元年９月30日 18時00分現在
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事例数： 45事例 （防疫措置対象： 79農場、4 と畜場、144,230 頭)

農林水産省
対策本部

防疫対応状況（予定は最短の場合）

措置完了日（０日目） 17日目 28日目

発生場所 発生日
飼養頭数※（種別） 防疫措置（殺処分、消毒等） 搬出制限区域

解除
移動制限区域

解除開始 完了

㊷
畜産試験場

（長野県塩尻市）
2019年
9月14日

349頭 ９月14日 ９月14日
7時18分

9月16日
13時38分

10月4日0時解除予定 10月15日０時解除予定

㊸
豚一貫農場

（埼玉県小鹿野町）
2019年

９月17日
1,307頭 ９月17日 ９月17日

17時10分
９月20日
17時00分

10月８日０時解除予定 10月19日０時解除予定

㊹
豚一貫農場（１戸２農場）

（長野県高森町）
2019年

９月19日
112 頭 ９月19日 ９月19日

９時15分
９月20日
19時15分

10月８日０時解除予定 10月19日０時解除予定

㊺
豚一貫農場

（岐阜県恵那市）
2019年

９月22日
8,037頭 ９月24日 ９月22日

14時20分
９月28日
９時00分

10月16日０時解除予定 10月27日０時解除予定

豚コレラの防疫措置対応（概要）

～ ～

※飼養頭数は患畜確定時の頭数

精査中

*

*

*

*

令和元年９月30日 18時00分現在
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岐阜県

長野県

福井県

富山県

石川県

①

③

④

⑤

⑥

⑦

㋑

㋐

大阪府

静岡県

三重県

⑧

㋒

㋓

㋔

㋕

㋖

㋗

②
滋賀県

⑨、⑭、
⑯、㉑、
㉓、㉖

㋘、㋙、
㋚、㋛、

㋜

⑩

⑪

⑫

⑬,⑮,⑲,㉒

⑰

⑱

⑳

㉔
㉕

㉗

㉘

㋝

㉙

㉚
㋞

㉛

㉜ ㉝

㉞

三重県

㉟㊱

㊲

㊳

㊴

㊵

㊷

㊶、㊸

豚コレラの防疫措置対応（概要）

山梨県

埼玉県㋟㊹

㊺

令和元年９月30日 18時00分現在

8



250

248

249

236

238

118

130

143

144

154

155

134

169

167

112139
136

157

120

170

152

124

127

153

158

148

159

146
3 7

5 6

132
133

135

121

131

113

125142

161

164

163

99

94

95

63

96

1
10

67

171

173

175

174

178

180

182

186

187

189

190
192

196

197

198

104

168

100

147

4

8

141
140

145
109

111

123
122

105
138

103
107

119

102

106

137 151

105

101

162

74 70 90

76

2

38 16

11

69

60

7285

91

59

68

89

75

41

78

83

97

64
21

51

35

84

2

82

39

45

50

58
48

92

28

10

77 98 19

55 56

57

46141

71

111

54

52

24 25

37

8729

6288

13

65

66

73

110

86

34

116 

8 23

14
27

179

176

181

183

185

188

191
193

195

201

126 160
4

93 33

9
32

40

18

53

26

12

1 3

161

20

27
31

5
6 47 81 79

43

447

11

81
42 49

15

177 194

11

156

199

200

166

184

80

129

165

202

204

205

203

172
115

206

12

208

207

209

210

211

212

213

215

214

216

9

219

217

218

220

13

221

222

224

223

225

226

227

228

230

233
234

231

232

229

237

236

235

239

240

241

247

244

245

246

242

243

248

255

254

253

252

251

265

266

269

270 271

264

268

267

256

257

258

259

260

261

262

263

272

273

274

275

276

277

278
279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

294

297

310

309

312

313

301

308

306

307

304308

302

305

311

375

315

316

317

318

319
322

320

321

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339
340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352 353

354

355

356

14

347

361

359

358

362

363

364

365

367

368

369

370

371

372

377

376

366

367

365

362

361

363

374

373

360

371

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

388

390

389

15

392

391

393

394

395

396

397

398

16

403

401

402

395

400

406

405

404

408

407

17

18

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

433

434

435

436

437

438

439

432
432

432

440

441

442

443

445

446

447

448

449

450

443

451

452

453

454455

456

457

458

459

460

461

462

464

463

465

466

467

468

469

470

471

471

473

472

473

474

477

478

479

480

481

482

483

475

476

484 485

486
487

488

489

490

491

492

493

494

495 496

49

498

499

500

501

502

503504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

19

515

516

517

518

519

521

520

522 523

573

525

526

527

528

529

532

530
531
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発生農場
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疫学関連施設
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発生農場
（１例目）

発生農場
（３例目）

発生農場
（５例目）

発生農場
（６例目）

発生農場
（２例目）

疫学関連農場
（７例目関連）

発生農場
（11例目）

発生農場
（15,13,19例目）

発生農場
（20例目）

発生農場
（18例目）

発生農場
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発生農場
（25例目）
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693

688

発生農場
（29例目）

1

2

694

695

696

３

：豚飼養農場

:捕獲野生いのしし発見地点（PCR陽性）

:設置済の防護柵（岐阜県）

:設置済の防護柵（愛知県）

:死亡野生いのしし発見地点（PCR陽性）
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701
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699

700
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706

70
7

708

709

710

711

712

713

5

714

716

717

豚コレラ感染野生イノシシ発見地点
（令和元年９月30日）

:更新したいのしし発見地点（PCR陽性）

:愛知県 :福井県:長野県 :岐阜県:三重県
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長野県

10
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12
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896

897

898

899
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741

805

826

886

901

＜野生いのしし検査状況＞
岐阜県：陽性984頭、陰性1,313頭 （計2,307頭検査）
愛知県：陽性97頭、陰性1,100頭 （計 1,197頭検査）
三重県：陽性14頭、陰性452頭（計 466 頭検査）
福井県：陽性16頭、陰性72頭（計 88 頭検査）
長野県：陽性117頭、陰性230頭（計 347 頭検査）
富山県：陽性20頭、陰性112頭（計 132 頭検査）
石川県：陽性8頭、陰性159頭（計 168 頭検査）
滋賀県：陽性1頭、陰性42頭（計 43頭）
埼玉県：陽性1頭、陰性5頭（計 6頭）
※上記9県以外では530頭実施、全て陰性

913

91
5

916

920

922

923

924

925

926

927

928

929

919

7

:滋賀県

１

931
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8
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岐阜県

福井県

石川県

686

1

2

5

715

6

9

12

733

734

13

15

14
741

7

17

：豚飼養農場

:捕獲野生いのしし発見地点（PCR陽性）

:死亡野生いのしし発見地点（PCR陽性）

:福井県

:長野県

:岐阜県

:更新したいのしし発見地点（PCR陽性）

富山県

:富山県

１

22

18

16

21
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563 628

689

733

2
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:石川県
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8
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19
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974
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三重県

724

5

：豚飼養農場

:捕獲野生いのしし発見地点（PCR陽性）

:死亡野生いのしし発見地点（PCR陽性）

:愛知県

:三重県

:岐阜県

:更新したいのしし発見地点（PCR陽性）

６

7

１

8

:滋賀県

9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4
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山梨県

埼玉県

群馬県

長野県

東京都

豚コレラ感染野生イノシシ発見地点
（令和元年９月25日）

発生農場
（41例目）

発生農場
（42例目）

：豚飼養農場

:捕獲野生いのしし発見地点（PCR陽性）

:死亡野生いのしし発見地点（PCR陽性）

:更新したいのしし発見地点（PCR陽性）
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豚コレラのOIEステータス認定状況

2019年６月５日現在

＝豚コレラ清浄国 （36カ国）

＝豚コレラ非清浄国

（アルゼンチン、オーストラリア、オーストリア、ベルギー、ブルガリア、カナダ、チリ、コスタリカ、チェコ共和国、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイ
ツ、ハンガリー、アイルランド、イタリア、リヒテンシュタイン、ルクセンブルグ、メキシコ、ニューカレドニア、ニュージーランド、ノルウェー、パラグアイ、
ポーランド、ポルトガル、ルーマニア、スロバキア、スロベニア、スペイン、スウェーデン、スイス、オランダ、英国、米国、ラトビア、ウルグアイ）

＝豚コレラ清浄地域を含む国 （3カ国） （ブラジル、コロンビア、エクアドル（清浄地域：ガラパゴス諸島））

（出典：OIE）

＝清浄国ステータス一時停止中 （1カ国） （日本）

13



マダガスカル
マラウイ
モーリシャス
モザンビーク
ナミビア
ナイジェリア
ルワンダ

チャド
コンゴ民主共和国
コンゴ共和国
コートジボワール
ガーナ
ギニアビサウ
ケニア

セネガル
南アフリカ
タンザニア
トーゴ
ウガンダ
ザンビア
ジンバブエ
マリ

～ヨーロッパ（19カ国）～

アルメニア
アゼルバイジャン
グルジア
イタリア（サルジニア島に限る）※３

ロシア
ウクライナ
ベラルーシ

リトアニア
ポーランド
ラトビア
エストニア
モルドバ
チェコ
ルーマニア

※ 出典：ＯＩＥ 等

アフリカ豚コレラの発生状況 2019年9月29日現在

＝2005年以降OIE等に発生通報のあった国/地域

ハンガリー
ブルガリア
ベルギー
スロバキア
セルビア

～アジア（11カ国）～

中国
モンゴル
ベトナム
カンボジア
香港
北朝鮮
ラオス
ミャンマー
フィリピン

～アフリカ（29カ国）～

アンゴラ
ベナン
ブルキナファソ
ブルンジ
カメルーン
カーボヴェルデ
中央アフリカ

韓国
東ティモール

14



2014年以前の主な発生地域

推定される拡大ルート

ラトビア
（2014年6月～）

アゼルバイジャン
（2008年1月）

アルメニア
（2007年8月）

ジョージア
（2007年4月）

2014年以後の主な発生地域

2019年9月17日現在
出典：OIE情報等

2014年～

2009年～

2014年～

ベラルーシ
（2013年6月～）

リトアニア
（2014年1月～）

ロシア連邦
（2007年11月~）

チェコ
（2017年6月～）

ポーランド
（2014年2月～）

エストニア
（2014年9月～）

2007年～
ルーマニア
（2017年7月～）

ユーラシア大陸におけるアフリカ豚コレラの発生拡大状況（2007年～）

2007年
アフリカから侵入

2017年 ３月 イルクーツク州
10月 クラスノヤルスク地方

ハンガリー
（2018年4月～）

2009年～

2017年 ７月 オムスク州
10月 チェリャビンスク州
11月 チュメニ州

ヤマロ・ネネツ自治管区

ベルギー
（2018年9月～）

2009年～

モンゴル （2019年1月~）

中国 （2018年8月~）

ベトナム （2019年2月~）

北朝鮮 （2019年5月~）

スロバキア
（2019年7月～）

ウクライナ
（2012年7月～）

ブルガリア
（2018年8月～）

セルビア
（2019年7月～）

モルドバ
（2016年10月～）

フィリピン （2019年7月~）

カンボジア （2019年3月~）

香港 （2019年5月~）

ラオス （2019年6月~）

ミャンマー （2019年8月~）

2019年 7月 沿海地方
8月 アムール州

韓国 （2019年9月~）

15



アジアにおけるアフリカ豚コレラの発生状況

新疆ウイグル自治区

江西
省

雲南省

チベット自治区

甘粛省

青海省

貴州省

四川省

江蘇省

広東省

海南省

広西チワン族
自治区

内蒙古自治区

香
港

天津市

澳
門

河北省
山西省

河南省

湖北省

重慶市

安徽省

浙江省

山東省

吉林省

黒龍江省

湖南省

陕西省

福建省

モンゴル

寧夏
回族
自治
区

遼寧省

初発生：2018年8月3日
発生数：159件
最新の発生：広西チワン族自治区
豚、いのしし飼養頭数：約4億3500万頭

ベトナム

初発生：2019年1月9日
発生数：11件
豚、いのしし飼養頭数：約3万1900頭

中国

カンボジア

初発生：2019年2月1日
発生数：5941件
豚、いのしし飼養頭数：約2740万頭

初発生：2019年3月22日
発生数：13件
豚、いのしし飼養頭数：約193万頭

※ OIE報告等の情報を元に作成

発生日：OIE報告による発生が確認された日

飼養頭数：FAO統計(2017)による

※2019年8月23日より、中国における疫区解除地点を通常の発生地点と同様の標記としました。

また、発生件数をOIEへの報告件数に統一しました。

香港

初発生：2019年5月2日
発生数：3件 ※同一のと畜場における発生
豚、いのしし飼養頭数：約16万頭

北朝鮮

初発生：2019年5月23日
発生数：1件
豚、いのしし飼養頭数：約260万頭

ラオス

初発生：2019年6月2日
発生数：94件
豚、いのしし飼養頭数：約387万頭

ミャンマー

初発生：2019年8月1日
発生数：4件
豚、いのしし飼養頭数
：約1800万頭

フィリピン
初発生：2019年7月25日
発生数：7件
豚、いのしし飼養頭数：約1243万頭

：2018年8月以降発生があった国、地域

：発生箇所

※赤字は更新箇所

計 （中国） 159件（145農場/村、7施設、6車両）（野生いのしし1か所）（22省、5自治区、4直轄市）
（ベトナム） 5941件（5941農場/村）（58省、5直轄市）
（モンゴル） 11件（11農場/村）（6県）
（カンボジア） 13件（13農場/村）（5州）
（香港） 3件（3施設）※同一のと畜場における発生
（北朝鮮） 1件（1農場/村）
（ラオス） 94件（92農場/村、2施設）(1都、12県)

（ミャンマー） 4件（4農場/村）（1州）
（フィリピン） 7件（7農場/村）（1州）
（韓国） 9件（9農場）（1道、1広域市） 2019年9月29日現在

韓国

初発生：2019年9月17日
発生数：9件
豚、いのしし飼養頭数：約1127万頭
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①人・物・車両によるウイルスの持込み防止
・衛生管理区域、豚舎への出入りの際の洗浄・消毒の徹底
・衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用の徹底
・人・物の出入りの記録
・飼料に肉を含み、又は含む可能性があるときは、あらかじめ

摂氏70度・30分間以上又は摂氏80度・３分間以上の加熱処理を徹底

②野生動物対策
・飼料保管場所等へのねずみ等の野生

動物の排せつ物の混入防止
・豚舎周囲の清掃、整理・整頓
・死亡家畜の処理までの間、野生動物

に荒らされないよう適切に保管

予防対策の重要ポイント

豚舎

【衛生管理区域】

車両消毒

専用の服や靴の使用

消毒の実施

壁や金網の破損修繕

消石灰帯の設置

野生動物侵入防止
（例：フェンス設置）

死亡家畜の適切な保管
（例：コンテナ保管）

野生動物侵入防止
（例：ネット設置）

17

https://4.bp.blogspot.com/-bpRAktDRy3Y/WGnPYN1nibI/AAAAAAABA5c/4UKn82O-hx0npPoYWVqcFXlUALmmLCmhACLcB/s800/mountain_yama.png


１ 基本的考え方

(1) 2000年、2010年と口蹄疫が発生したが、日本は、豚コレラ、口蹄疫のアジア唯一の清浄国（豚
コレラについては、昨年9月、２６年ぶりに発生が確認され、現在、保留中）。また、近年、欧州
で拡大しているアフリカ豚コレラが昨年８月、アジアに初めて中国で確認され、本年１月にはモン
ゴル、２月にはべトナム、３月にはカンボジアで確認。

(2)アジアで活発な流行がみられる中で国際的な人や物の往来が増加していることから、今後も我が国
に越境性疾病が侵入する危険性は高く、国際空港・海港における水際での検疫を強化する一方で、
国内では侵入する可能性があるという前提に立ち、国、都道府県、畜産農家など関係者が連携・協
力して、実効ある防疫体制を整備することが必要。

越境性疾病の侵入防止策について
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2 国内への侵入防止策
(1)広報活動の強化

・中国国内SNS（Weibo等）ベトナム国内SNSなどに情報発信
・日本向け直行便で機内アナウンスを実施（中国便は全便数のうち約９割）
・広報ポスターの掲示（３年以下の懲役又は100万円以下の罰金を明示）

(2)畜産物の持込みの取締
・検疫探知犬による探知活動
・職員による質問（通訳を配置）
・税関と連携した旅客の携帯品検査の強化
・畜産物の違法持込みに対する対応の厳格化

(3)船舶・航空機の食品残渣の適切な処理の指導（全167処理業者）

3 国内における侵入防止策
(1)春と秋に都道府県防疫担当職員を参集し、越境性疾病の情報、

対策のポイント等を共有
(2)飼養衛生管理基準の遵守の徹底

・人や車、物の出入りに際しての畜舎、飼料倉庫、たい肥舎等、特に衛生的な管理が必要となる
衛生管理区域を設定し、洗浄、消毒の徹底

・また、直接、越境性疾病の侵入防止を目的とするものとして、
- 過去1週間以内に海外から入国し、又は帰国した者は、衛生管理区域に立ち入らせないこと
- 生肉を含む可能性がある食品循環資源を飼料として給与する場合、70度以上で30分間以上
など加熱処理すること

を指導。

広報ポスター

検疫探知犬による探知活動

越境性疾病の侵入防止策について
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口蹄疫等の侵入防止のための水際検疫の強化

• 韓国等東アジアにおける口蹄疫の発生を受け、国内への侵入を防ぐため、空港および港での入国者の靴底
消毒・車両消毒や、旅客への注意喚起や動植物検疫探知犬を活用した抜き打ち検査などの動物検疫措置に
ついて一層の強化・徹底を実施。

• 2011年４月の家畜伝染病予防法の改正に伴い、本病の発生国からの入国者に質問を実施したり、携帯品の
検査や必要に応じた消毒を実施することができるようになるなど、ウイルス侵入防止措置をより一層強化。

発生国・地域 国際空港および港における旅客に対する水際対策

Q 1. 
過去1週間以内に牛、豚、
鶏などの家畜に接触したり
、牧場、と畜場などの畜産
施設に立ち寄りましたか？

Q 2. 
家畜やその糞尿、牧場等の
土に触れた衣類や靴などを
所持していますか？ ハム
、ソーセージなどの肉製品
を所持していますか？

Q 3. 
日本国内で、1週間以内に
家畜に触れる予定がありま
すか？

（必要に応じ、英語、中国語、
韓国語等を記載した資料を使用）

消毒マットを用いた
靴底消毒

動植物検疫探知犬による
手荷物検査

動物検疫に関する
注意喚起

発生国からの入国者への
質問の実施
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○ 動植物検疫探知犬は、旅客の手荷物の中から動植物検疫の対象となるものを嗅ぎ分けて発見し、畜産物や農
産物の不正持込の摘発に貢献。 ※全国で検疫探知犬35頭を導入（ビーグル33頭、ラブラドール・レトリバー2頭）

日本における動植物検疫探知犬の概要

タンク
（♂）

アリーシャ
（♀）

福岡空港

次郎
（♂）

新千歳空港

ナイトロ
（♂）

ロキシー
（♀）

シーザー
（♂）

ラスティー
（♂）

那覇空港

ハーパー
（♀）

ビーン
（♀）

川崎東郵便局

ニール
（♂）

バッキー
（♂）

ダブ
（♀）

フジ
（♂）

ルイ
（♀）

東京（羽田）国際空港

タリー
（♂）

ジャグ
（♂）

ティナ
（♀）

ギャリー
（♂）

メグ
（♀）

ボタン
（♀）

成田国際空港

ジン
（♂）

蘭
（♀）

ボウ
（♂）

セシル
（♂）

タロウ
（♂）

アルバート
（♂）

バイユー
（♂）

関西国際空港

三郎
（♂）

ハンター
（♂）

リトルマン
（♂）

中部国際空港

柚
（♀）

ピーチ
（♀）

ソラ
（♀）

静岡空港

★
★

★ ★
★

★

★★★ ★

モモ
（♀）

鹿児島空港

マリー
（♀）
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2019年4月22日から、畜産物の違法な持込みに対する対応を厳格化

➢ 違反者に警告書を発出するとともに、違反事例をデータベース化

➢ 自己消費用やお土産用であっても、悪質性が高い場合には警察に通報又は告発

【警告書の内容】

➢ 違法行為に該当し、二度と
輸入禁止物を持ち込まな
いよう要請。今後、不正に
持ち込んだ場合は告発等
の措置を執ることがある旨
警告。

➢ 違法行為に該当することを
理解し、今後、二度と輸入
禁止物等を持ち込まない
旨を誓約。

畜産物の違法な持込みに対する対応の厳格化
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➢ 携帯品として持ち込まれた畜産物からアフリカ豚コレラ
、高病原性鳥インフルエンザ等のウイルスを分離

モニタリング検査の結果

検査対象：中国、韓国、台湾、フィリピン等からの牛、豚、鶏の筋肉、臓器等

検査期間：２０１５年６月～２０１９年７月（総検査検体数 1,１８７件(*)）

(*)２０１９年７月までに検査終了した検体数

➢ 外国人技能研修生・留学生の受け入れ団体に事前
対応型の周知活動を強化

携帯品として持ち込まれる畜産物に対する検疫対応の強化

搭載国 畜 種 分離ウイルス（株数）（赤字は高病原性） 調査時期

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH9N2（２株） 2015年度
鳥インフルエンザウイルスH1N2（１株）
鳥インフルエンザウイルスH5N6（１株）

鶏 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）
鳥インフルエンザウイルスH5N1（１株）
鳥インフルエンザウイルスH5N6（１株）

台湾 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ニューカッスル病ウイルス（１株）

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH7N9（１株） 2016年度
ﾍﾞﾄﾅﾑ 鶏 ニューカッスル病ウイルス（１株）

中国 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）

ﾍﾞﾄﾅﾑ 鳥インフルエンザウイルスH9N2（２株）

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH7N9（２株） 2017年度
台湾 鳥インフルエンザウイルスH5N1（１株）

鶏 鳥インフルエンザウイルスH6N1（１株）

中国 あひる
鳥インフルエンザウイルスH7N3（1株） 2018年度
鳥インフルエンザウイルスH5N6（1株）

ﾍﾞﾄﾅﾑ 鶏
鳥インフルエンザウイルスH5N2（1株）

鳥インフルエンザウイルスH9N2（1株）

中国 豚 アフリカ豚コレラウイルス（２株）

★注目情報★
➢ 中国・ベトナムから持ち込まれた携帯品70件から、アフリカ

豚コレラウイルスの遺伝子を検出

➢ うち、2019年1月に中国から持込まれたソーセージ２件か
らアフリカ豚コレラのウイルスを分離

自家製餃子

（上海から羽田空港）

ソーセージ

（上海から羽田空港）

ソーセージ

（延吉から関西空港）

ソーセージ

（上海から中部空港）

ソーセージ

（瀋陽から中部空港）

豚肉調整品

（ハノイから成田空港）

豚肉ソーセージ

（北京から新千歳空港）

自家製ソーセージ

（青島から中部空港）

（2019年9月13日現在）
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動物検疫に関する多言語広報ポスター

○ 海外における疾病の発生状況やトピックスを踏まえつつ、旅行客が肉製品等を持ち込まないこと
を国内外に広く周知するため、職員が広報用ポスターを多言語で作成し、各空海港に掲示。

○ 動物検疫所のホームページに容易にリンクできるよう、各ポスターにはQRコードを添付。
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動物衛生に関する国際連携

○ FMD・HPAIに関する東アジア地域シンポジウム
- 2011年から毎年、東アジア地域におけるTADsの拡大防止に向けた情報交換

を実施（2018年（第8回）は6月に韓国で開催）

○ 越境性動物疾病への対応に関する協力
- ３か国大臣級で署名された「越境性動物疾病への対応に関する協力覚書」

（2015年９月）に基づき、情報共有等の協力を推進

○ 出入国旅客の携帯品検査等の協力強化
- 日中当局間の副局長級で「出入国旅客の携帯品及び郵便物検疫協力強化

に関する覚書」に仮署名（2017年11月）

○ 農研機構 動物衛生研究部門（日本）
（2016年３月以前は、動物衛生研究所）

⇔2012年10月 農林畜産検疫本部（韓国）
⇔2016年 3月 蘭州獣医研究所（中国）
⇔2016年 3月 哈爾浜獣医研究所（中国）
⇔2016年12月 ロシア連邦動物衛生センター（ロシア）

日中韓の協力

○ デンマーク（2014年３月３日）
- 動物衛生等の分野で当局間、民間企業、研究機関間の協

力の拡大の重要性を強調

○ ポーランド（2015年２月27日）
- 獣医当局及び国立獣医研究機関の協力の進展を支持

○ 中国、韓国（2015年11月１日）
- TADsに対処していくため協力が不可欠

○ ウルグアイ（2015年11月６日）
- TADsに対する獣医当局及び国立獣医研究機関の協力の進

展を支持

○ アルゼンチン（2017年5月19日）
- 口蹄疫等の越境性動物疾病に関する獣医当局及び国立獣

医研究機関間の協力の進展を支持

首脳間の共同声明

・高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）、口蹄疫(FMD)等の越境性動物疾病（TADs）や薬剤耐性（ＡＭＲ）対策は、国際的な協力関
係が不可欠であるという共通認識のもと、首脳間の共同声明やＧ７の枠組みで獣医当局間や研究所間の協力の重要性を指摘。
・また、HPAIやFMD等が継続的に発生している近隣諸国との協力関係を強化し、疾病情報の共有、防疫対策等の向上を強力に
推進することにより、東アジア地域の疾病の発生拡大を防止し、我が国への侵入リスクを低減。

○ Ｇ７首席獣医官フォーラム
- 2016年4月のG7新潟農業大臣会合宣言に基づき、

第1回フォーラムを東京で開催（2016年11月）
- 第2回フォーラムはローマで開催（2017年10月）

- 抗菌剤の治療目的での使用や責任ある慎重な使用に関する
定義について合意

- 鳥インフルエンザの防疫及びサーベイランスの強化に関する
Ｇ７首席獣医官取りまとめ文書に合意

- サイドイベント「高病原性鳥インフルエンザ世界会議」を開催

Ｇ７の協力枠組み 獣医研究所間のMOU締結
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アフリカ豚コレラに対する国際協力について

○ Ｇ２０新潟農業大臣会合
・ 2019年5月11日～12日、𠮷川農林水産大臣を議長として開催された

Ｇ20新潟農業大臣会合において、国際獣疫事務局（ＯＩＥ）を含む国際
機関への支援と情報共有の強化及び特にアフリカ豚コレラ（ＡＳＦ）等の
越境性動物疾病に対処するためのＯＩＥ基準の実施が重要であるとの
閣僚宣言が採択。

○ Ｇ７首席獣医官会合
・ 2019年5月24日、第３回首席獣医官会合（フランス）において、

各国におけるASFや豚コレラ（CSF）に対する防疫措置について、技術的な意見交換
が実施され、ＡＳＦ及びＣＳＦ対策における通報の徹底やバイオセキュリティ、サーベイランス、
野生動物の管理、ワクチン、国境貿易、啓発活動等について提言。

参加国・機関：G7各国（日本、フランス、ドイツ、イタリア、イギリス、米国、カナダ）の
首席獣医官、EU、ＯＩＥ、国連食糧農業機関（FAO）、世界銀行から約20名が参加
（我が国からは、首席獣医官である熊谷農林水産省動物衛生課長が出席）

（参考）過去の開催実績
・第１回首席獣医官会合：2016年、薬剤耐性菌（ＡＭＲ）をテーマに日本（東京）で開催
・第２回首席獣医官会合：2017年、鳥インフルエンザをテーマにイタリア（ローマ）で開催

第３回首席獣医官会合 出席者代表

第３回首席獣医官会合 会議の様子

〇 アフリカ豚コレラは、欧州のみならず、昨年８月にアジアで初めて中国で感染が確認され、その後、本年１月から３月にかけて

モンゴル、ベトナム、カンボジアで、５月には香港、北朝鮮で、６月にはラオスで、８月にはミャンマーで、さらに９月にはフィリピン
で感染が確認されるなど、アジアでの感染が拡大。

〇 アフリカ豚コレラの発生の拡大・まん延防止は国際的に協力して対応すべき課題であり、国際獣疫事務局（ＯＩＥ）や国連食糧
農業機関（ＦＡＯ）などの国際機関の主導のもと、関係国が連携・協力することにより、アフリカ豚コレラの発生拡大・まん延防止を
図り、各国への侵入リスクを低減。

アフリカ豚コレラに対する国際協力について
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○ ＯＩＥ等の国際機関における活動

（１） ＯＩＥ総会
・ 2019年5月26日～31日、第87回ＯＩＥ総会（フランス）において、ＡＳＦへの対応について

農家等への知識啓発、農場のバイオセキュリティの強化、早期摘発等の重要性が確認され、
啓発活動、バイオセキュリティの強化、透明性の確保、畜産物や動物の密輸対策、
地域の連携、研究協力等に関するＡＳＦ国際協力の決議が採択。

参加国・機関：182のＯＩＥ加盟国・地域、71の国際機関等から合計約900名が出席

（２） ＯＩＥアジア・極東・太平洋地域総会
・ 2019年9月2日から6日、仙台市で開催された第31回OIEアジア・極東・太平洋

地域総会において、ASFに対して連携して対処してことについて確認がなされる
とともに、ASFへの協力強化に関する決議が採択（決議は９月末に公表される見込み）。

参加国・機関：アジア・極東・太平洋地域のメンバー、国際機関、専門家等の合計約100名が出席

（３） ＯＩＥ/ＦＡＯアジア地域アフリカ豚コレラ専門家会合
・ 2019年4月10日、第１回会合（中国）が開催され、定期的な会合を通じてアジア地域に

おけるアフリカ豚コレラ対策の技術的課題を検討していくことを確認。

参加国・機関：日本・中国・韓国の担当官、アジア地域及び欧州の専門家、
ＯＩＥ、ＦＡＯ等の合計約40名が出席

・ 2019年7月30日～31日、第２回会合を東京で開催し、発生状況と対策を共有するとともに、
水際検疫やバイオセキュリティなどの技術的課題について議論を実施。

参加国・機関：日本、中国、韓国、ベトナム、カンボジア、モンゴル、台湾、ラオス、タイ、ミャンマー、
フィリピン、香港の担当官、アジア地域及び欧州の専門家、ＯＩＥ、ＦＡＯ等の
合計約50名が出席

アフリカ豚コレラに対する国際協力について

第１回OIE/FAOアジア地域ＡＳＦ専門家会合の様子

第87回ＯＩＥ総会 開会式の様子
（21カ国の農業省の政務が出席）

第２回OIE/FAOアジア地域ＡＳＦ専門家会合
集合写真（１列目中央：𠮷川農林水産大臣）

アフリカ豚コレラに対する国際協力について

第31回ＯＩＥアジア・極東・太平洋地域総会
集合写真（１列目中央：濱村農林水産大臣政務官）
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第２回OIE/FAOアジア地域アフリカ豚コレラ専門家会合の結果概要

（１）日時、場所 令和元年７月３０日（火）、３１日（水）、日本（東京）

（２）参加者 日本、中国、韓国、ベトナム、カンボジア、モンゴル、台湾、

ラオス、タイ、ミャンマー、フィリピン、香港の首席獣医官や

アフリカ豚コレラ防疫担当者、OIE、FAO、ASF専門家（欧州、アジア）等

合計 約50名が参加

（我が国からは、𠮷川農林水産大臣、熊谷動物衛生課長らが出席）

（３）開催目的・背景

アジア地域におけるアフリカ豚コレラの拡大防止と清浄化に向けた地域の連携と情報共有を強化するため

、 OIEとFAOによるGF-TADs（越境性動物疾病対策の国際的枠組み）のもと、アジア地域アフリカ豚コレラ専門

家会合が設立され、本年４月、中国（北京）で設立会合を開催。

（４）概要

〇 我が国が第２回会合を主催し、発生状況と対策を共有するとともに、水際検疫やバイオセキュリティなど
の技術的課題について議論を実施。

○ 𠮷川農林水産大臣から、地域の特性を考慮した対策が重要であるとして、

① 各国政府と関係機関が連携し、リスクのある物品を持ち出さず、持ち込まない基本的な衛生管理の徹底

、② 農場におけるバイオセキュリティの徹底、

③ 水際検疫やバイオセキュリティの意義や重要性を理解するための効果的で

継続的な教育や啓発活動、分かりやすいメッセージの発信

の重要性を強調するとともに、会合を通じてアジア各国の連携を一層強化し、

アフリカ豚コレラの拡大防止や封じ込めを目指すことが各国の国民の食を

守り支えていくことにつながると発言。

１ 概要

𠮷川農林水産大臣の挨拶の様子
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○ 今年中に第３回会合が開催され、これまでのフォローアップが行われる予定。

○ 2019年９月に仙台市で開催された第31回OIEアジア・極東・太平洋地域総会
においても、アジア地域におけるアフリカ豚コレラの予防とまん延防止のため
の協力強化ついて議論が交わされた。

（４）概要（続き）

〇 水際検疫に関し、特に以下について認識を共有した。

- 水際検疫は、各国がそれぞれ責任を持って、出国前と入国地点の両方の段階で、旅行者が違法畜産物を

通じた疾病の拡大の危険性について認識し、持ち出さない及び持ち込まないよう、航空会社や大使館、SNS

等の様々な媒体を用いて注意喚起を行うこと。

- 国際郵便等を通じた拡大防止、国境地点での違法畜産物の摘発のため、関係機関が連携すること。

- 違法な持ち込みを防ぐための国境地点での対策を強化し、地域内での連携を強化するため、国境防疫に

関する情報を各国で共有すること。

〇 バイオセキュリティに関し、特に以下について認識を共有した。

- バイオセキュリティは、全ての豚農場にとって、アフリカ豚コレラの侵入を防止し、効果的にコントロールする

上で不可欠であり、具体的な取組について啓発や教育が行われること。

- 効果的で安全に洗浄と消毒を行うため、適切な薬剤が適切な方法で使用されること。

- 管理されていない残飯養豚（swill feeding）は飼養豚におけるアフリカ豚コレラ発生の重大なリスクとなるこ

とを生産者等は認識し、適切な加熱処理がなされ、当局による規制がなされない限りは禁止されるべきで

あること。

- 野生イノシシと家畜豚の接触を防ぐ対策、例えば農場周囲への柵の設置等が講じられること。

２ 関連する会議

第2回OIE/FAOアジア地域アフリカ豚コレラ専門家会合の様子

第２回OIE/FAOアジア地域アフリカ豚コレラ専門家会合の結果概要（続き）
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【主要な家畜伝染病の発生状況
注１

の推移】

年 （西暦） 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

口蹄疫 0 0 0 0 292 0 0 0 0 0 0 0 0

ブルセラ病（牛） 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

結核病（牛） 1 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0

ヨーネ病（牛） 606 441 278 313 235 331 211 293 326 327 315 374 321

牛海綿状脳症（BSE） 10 3 １ １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

スクレイピー（羊） 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0

馬伝染性貧血 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

豚コレラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

高病原性鳥インフルエンザ 0 4 0 0 1 23 0 0 4 2 7 5 1

低病原性鳥インフルエンザ 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

注１：家畜伝染病予防法第13条第１項の規定による患畜届出戸数（ただし、口蹄疫、豚コレラ、高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザは疑似患畜を含む）。
注２：データは2018年12月までの集計結果。

（単位：戸数）

○ 口蹄疫は、2010年に宮崎県で発生したが、2011年２月にOIEの定めるワクチン非接種清浄国に復帰。

○ 豚コレラは、2018年9月に岐阜県で26年ぶりに発生して以降、44例の発生を確認（9月20日現在）。

○ 高病原性鳥インフルエンザは、直近では、2018年１月に香川県で発生したが、2018年４月15日付けでOIEの定め

る高病原性鳥インフルエンザの清浄国に復帰。

○ 牛の結核病やブルセラ病は近年発生が見られない一方で、ヨーネ病は依然として全国的に発生。

○ 牛海綿状脳症（BSE）は、2001年９月以降、36例の発生が確認されたが、2013年５月のOIE総会で「無視できる

BSEリスク」の国に認定。

注2

家畜伝染病の発生状況
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我が国における家畜防疫体制

（１）国は、都道府県、動物衛生研究部門等と連携し、国内の家畜防疫に関する企画、調整、指導
等を実施するとともに、動物検疫所を設置し、国際機関とも連携して輸出入検疫を実施。

（２）都道府県は、家畜防疫の第一線の機関として家畜保健衛生所を設置し、防疫対策を実施。国
は、家畜保健衛生所の整備支援、職員の講習等を実施。

（３）また、全国及び地方の各段階で家畜畜産物衛生指導協会等の自衛防疫団体が組織され、予
防接種等生産者の自主的な取組を推進。

自衛防疫団体

都道府県
家畜保健衛生所

168か所
(病性鑑定施設を含む)

獣医師 2,072名
(平成30年３月31日現在)

(厚) 保健所 469か所
(平成30年４月１日現在)

動物医薬品検査所
動物衛生研究部門

農林水産省
消費・安全局

ＯＩＥ等の国際機関

平成30年２月1日現在

【我が国の家畜飼養状況】

肉用牛

乳用牛

養豚

採卵鶏

ﾌﾞﾛｲﾗｰ

251万頭

133万頭

919万頭

1億8千万羽

1億4千万羽

4万8千戸

1万6千戸

45百戸

22百戸

23百戸

動物検疫所

本所
８支所、16出張所
家畜防疫官 460名

(平成31年4月現在)
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・農林水産大臣が、牛、豚、鶏などの家畜について、その飼養に係る衛生管理の方法に関し、家畜の所有者が遵守すべ
き基準(飼養衛生管理基準)を定めるとともに、家畜の所有者に当該基準の遵守を義務付け。

・また、家畜の所有者は、毎年、飼養衛生管理の状況を都道府県知事に報告し、都道府県が立入検査により遵守状況を
確認することで、家畜の伝染性疾病の発生を予防。

食品供給行程の各段階における適切な措置により食品の安全性を確保
（と畜場法・食品衛生法）

○枝肉・部分肉・加工品の微生物汚染・増殖防止○病畜の廃棄（全部又は一部）
○枝肉の微生物汚染・増殖防止

勧

告

指
導
・助
言

命

令

罰

則

飼養衛生管理基準の遵守徹底を図る仕組み

と畜場・食鳥処理場 食肉・食鳥処理・加工場 卸売・小売業者 消費者

家
畜
の
所
有
者
に
よ
る

遵
守
状
況
の
定
期
報
告

基準を遵守しない場合は

○ 飼養衛生管理基準
１ 家畜防疫に関する最新情報の把握

２ 衛生管理区域の設定

・徹底した衛生管理が必要な区域を他の区域と区分

３ 衛生管理区域への病原体の持込み防止

・必要のない者の立入りの制限

・消毒設備の設置と入場車両・入場者に対する消毒の実施

・（豚）生肉を含む飼料は十分に加熱

４ 野生動物等からの病原体の侵入防止

・給餌・給水設備への野生動物の排せつ物等の混入防止

・（鶏）防鳥ネット等の整備

・家畜・家きんの死体の保管場所への野生動物の侵入防止

５ 衛生管理区域の衛生状態の確保

・畜舎・器具の定期的な清掃又は消毒及び密飼いの防止

６ 家畜の健康観察と異状がある場合の対処

・毎日の健康観察と異状時の早期通報・出荷停止

・家畜・家きんの死体・排せつ物の移動時の漏出防止

７ 埋却地の確保等

・埋却地の確保又は焼却・化製のための準備

８ 感染ルート等の早期特定のための記録作成・保管

・入場者に関する記録の作成・保管

９ 大規模所有者に関する追加措置

・家畜保健衛生所と緊密に連絡を行う担当獣医師の設置

・通報ルールの作成

※下線部は直近の改正（平成29年２月）で一部追加した項目

原則として
年１回以上

農場へ立入検査

農場における衛生管理の徹底（農林水産省で規定）

※家畜伝染病発生時には、手当金等を減額の可能性

都道府県による取組

家畜伝染病予防法に基づく飼養衛生管理基準の設定
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・家畜保健衛生所、生産者、畜産関係団体、獣医師等地域が一体となった生産段階へのＨＡＣＣＰ手法導入を推進。

・農場指導員（家畜保健衛生所の職員等の獣医師をはじめとした、農場ＨＡＣＣＰの導入・実施や認証取得を促す指導員）
を養成するとともに（平成20年度～）、生産から加工・流通、消費まで連携した取組への支援を実施（平成21年度～）。

・ HACCPの考え方に基づく衛生管理が行われている農場の認証基準を公表（平成21年度）するとともに、認証制度の構築
を推進。

・民間での農場ＨＡＣＣＰの認証手続きが開始（平成23年度～）。 ※民間認証機関は２団体（平成31年３月現在）

農家毎の実施マニュアル作成
・危害因子調査
(サルモネラ菌・大腸菌O157・抗菌性物質等)
・危害分析（HA）
・重要管理点（CCP）の設定
・実施マニュアルの作成

実践

ＨＡＣＣＰの考え方に基
づく衛生管理の実施

農場モニタリング検査・改善指導

消
費
者
の
求
め
る
安
全
な
畜
産
物
の
生
産

畜
産
物
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
確
保

【衛生管理ガイドライン】
HACCPの考え方に基づき、危害を制御又は

減少させる手法について畜種ごとに設定。

【鶏卵のサルモネラ総合対策指針】
衛生管理ガイドラインのうち、鶏卵のサルモ

ネラ汚染をコントロールするための指針。

ＨＡＣＣＰ方式取組農家
取組農家戸数：5,210 （平成30年3月時点）

農場指導員
約2,900名（平成30年３月時点）

検証

適切な衛生管理の
見直し

農場ＨＡＣＣＰ認証に向けた取組

と畜検査情報等
のフィードバック

農場ＨＡＣＣＰ認証マーク

※HACCPや家畜疾病、食品衛生等についての知見を有し、農場でHACCP方式を活用
した飼養衛生管理の実施を促進するための指導を行う者。
PDCAサイクルを回して消費者の求める安全な畜産物を生産するために、専門的な
知識を有する者として、客観的な視点から各農場に合わせたアドバイスを実施。

※

農場段階におけるＨＡＣＣＰ方式を活用した衛生管理の推進
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HACCP認証取得農場数の推移
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諸外国との検疫協議による輸出環境整備について

・ 政府の掲げる農林水産物・食品の輸出額１兆円の目標を前倒しするためには、動物疫上、輸出できる
国・品目を広げ、畜産物の輸出のための環境整備を図ることが重要。

・ 動物検疫に係る輸出解禁については、相手国への解禁要請をした後に、相手国において疾病のリスク
評価がなされ、検疫条件の協議を経て、行われる。

・ 平成28年１月以降は、以下の国等について、輸出規制が緩和・解禁。（令和元年９月現在）

＜主な要件＞

・平成29年９月：解禁・平成28年１月：
豚肉、牛肉とこれらの加工品

・平成28年９月：鶏卵

＜実績＞

＜実績＞

平成28年１月15日～令和元年8月31日

牛肉：約6.7億円（35トン）
豚肉：約243万円（0.9トン）

牛肉、
豚肉等

国内産
個人
消費

５kg
以内

鶏卵 国内産
個人
消費

30個
以内

上記を満たしたものに、動物検疫所の簡易
証明書（シール形式）を添付

台湾：牛肉の輸出解禁シンガポール：畜産物の携行品
輸出解禁

※財務省貿易統計より

＜主な要件＞

・厚生労働省が認定し、台湾政府
当局が承認した食肉処理施設に
由来すること。

・月齢30ヶ月未満の牛に由来すること。

平成29年9月22日～令和元年8月31日

牛肉：約75億円（1189トン）

※動物検疫所検査実績より

＜主な要件＞

・平成30年５月：解禁

＜実績＞

オーストラリア：牛肉の輸出解禁

・厚生労働省によって認定された
食肉処理施設に由来すること。

・月齢制限なし。

平成30年5月29日～平令和元年8月31日

牛肉：約2.2億円（29トン）

※財務省貿易統計より
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１. 輸出が可能な主な品目及び国・地域 （令和元年9月11日現在）

品目 国・地域 貿易量（平成30年）

牛肉

カンボジア、香港、台湾、米国、シンガポール、EU、タイ、マカオ、ラオス、タジキスタン、ベトナム、
マレーシア、カナダ、メキシコ、フィリピン、豪州、UAE、インドネシア、スイス、ロシア、ニュージーランド、
カタール、ミャンマー、バーレーン、モンゴル、アルゼンチン、ブラジル、バングラデシュ、
ウルグアイ等

3,560トン（247億円）

豚肉 香港、マカオ、シンガポール、カンボジア、ベトナム、タイ等 2,228トン（11億円）

家きん肉 香港、カンボジア、ベトナム、シンガポール等 9,657トン（20億円）

殻付き家きん卵 香港、シンガポール、台湾、米国、韓国、EU※１等 5,861トン（15億円）

乳
製
品

LL牛乳 香港、台湾、シンガポール、タイ、EU※１等 4,966トン（11億円）

チーズ 台湾、ベトナム、香港、タイ、EU※１等 835トン（12億円）

育児用粉乳 ベトナム、台湾、香港等、EU※１等 5,758トン（86億円）

アイスクリームそ
の他氷菓

台湾、中国、シンガポール、香港、米国、タイ、韓国、EU※１等 5,612トン（36億円）

牛皮 タイ、韓国、香港、ベトナム、インド、台湾等 9,937トン（13億円）

豚皮 タイ、韓国、ベトナム、カンボジア、香港等 64,573トン（66億円）

○牛肉：中国、韓国、ブルネイ、トルコ、イスラエル、サウジアラビア、クウェート、レバノン、南アフリカ、ペルー、チリ

○豚肉：EU、米国、中国、台湾※２、韓国、フィリピン、メキシコ

○家きん肉： EU、米国、ロシア、マカオ、中国、台湾、韓国、モンゴル、 シンガポール、インドネシア、フィリピン、マレーシア、バングラデシュ、パキスタン、UAE

○家きん卵： ロシア、マカオ、中国、インドネシア、フィリピン、マレーシア、バングラデシュ、UAE

○乳・乳製品：中国 ○牛・豚原皮：中国、台湾※２、フィリピン※２

資料：財務省「貿易統計」

※１ 今後、厚生労働省が施設認定のための手続きを定める予定
※２ 岐阜県における豚コレラの発生を受けて、台湾及びフィリピンは日本全国からの豚肉、豚皮等の輸入を停止中

日本からの畜産物の輸出に関する動物検疫の現状

２. 輸入解禁を要請し、協議中の国・地域

36



動物検疫に係る輸出解禁の特徴と流れ
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まん延防止対策発生時には･･･

都道府県
（家畜保健衛生所）

国
（農林水産省）

国（動物検疫所）による
水際措置の徹底

・動物、畜産物等の輸出入検疫

・入国者に対する質問、携帯品の
検査・消毒

発 生 農 場

発生国・地域

人
的
支
援
（
疫
学
調
査
チ
ー
ム
の
派
遣
）

財
政
支
援

財政支援（消毒費用等）

人的支援（専門家、緊急支
援チーム等の派遣）

連携

患畜の早期の発見・通報

・特定症状を呈している家畜を
発見した旨の届出

・患畜等を発見した旨の届出

防疫指針の作成等

発生時に備えた準備

・農場での飼養衛生管理が適正に行わ
れるよう指導・助言、勧告、命令

・補完的に提供する埋却地の準備
・防疫対応に必要な資材の確保、派遣人
員のリストアップ、防疫演習等を実施

農場での飼養衛生管理の徹底
（飼養衛生管理基準等）

・飼養衛生管理基準の遵守

・畜舎等における消毒設備の設置、当該
設備による消毒

・患畜等の焼却・埋却が必要となる場合
に備えた土地、施設の確保等

・家畜の飼養衛生管理状況の定期報告

・患畜等の早期の発見・通報の徹底

家畜の所有者

国の財政支援

・患畜等に係る手当金及び特別手当金（口蹄疫、高病
原性鳥インフルエンザ等のみ）の交付

・必要な防疫措置を講じなかった者に対する手当金及
び特別手当金の減額

・指定家畜に係る補償金、飼料費等の費用の交付

・家畜の死体・汚染物品の焼却・埋却の費用の負担

・移動制限による出荷制限に伴う経済的損失の補塡

都道府県が防疫指針等に
基づき行う措置に協力

防疫方針の決定・改定
（緊急防疫指針の策定）

まん延防止措置

・発生農場周辺の通行の制限・遮断

・家畜等の移動の制限、と畜場の事業の停止等

・消毒ポイントを通行する車両の消毒

・患畜等の所在した畜舎等の消毒、当該畜舎等に
おける消毒設備の設置、当該設備による消毒

・患畜等の速やかな処分（動物福祉に配慮）

・患畜等の死体・汚染物品の焼却・埋却

・指定家畜の予防的殺処分（口蹄疫のみ）

市町村

都道府県
（家畜保健衛生所）

国
（農林水産省）

発生予防対策

家畜伝染病予防法の目的：家畜の伝染性疾病の発生の予防及びまん延の防止により、畜産の振興を図る。

家畜伝染病予防法の概要
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口蹄疫の発生等を踏まえた家畜伝染病予防法改正（平成23年）のポイント

・ 家畜の伝染性疾病の病原体について、的確な管理を行う
観点から、病原体の所持に関する許可制等を導入。

その他

・ 患畜・疑似患畜の届出義務とは別に、農林水産大臣の定め
る一定の症状を呈している家畜の届出義務を創設。

早期の発見・通報

・ 家畜防疫官に、入国者に対する質問、入国者の携帯品の検
査・消毒に関する権限を付与。

・ 平時における家畜の所有者の消毒設備の設置義務を新設
し、畜舎等に入る者の身体、物品及び車両の消毒を徹底。

・ 飼養衛生管理基準の内容に、患畜等の焼却又は埋却が必要
となる場合に備えた土地の確保等の措置を追加。

・ 家畜の所有者に都道府県知事への家畜の飼養衛生管理状況
の報告を義務付け、飼養衛生管理基準を遵守していない場
合、都道府県知事は、指導・助言、勧告又は命令を実施。

発生の予防

・ 口蹄疫・高病原性鳥インフルエンザ等の患畜等について
は、特別手当金を交付し、通常の手当金と合わせて評価額
全額を交付。

・ 必要なまん延防止措置を講じなかった者に対する、手当
金又は特別手当金の全部又は一部の不交付又は返還のルー
ルを創設。

・ 都道府県が移動制限等をした場合における売上げの減少
額等の補塡対象となる畜種を家畜全般に拡大。

・ 都道府県による消毒ポイントの設置に要した費用を家畜
伝染病予防費の対象に追加。

迅速・的確な初動対応

・ 口蹄疫のまん延防止のための最終手段として、患畜・疑似患
畜以外の家畜の予防的殺処分を導入。

・ 家畜伝染病の発生時における家畜の所有者の消毒設備の設置
義務を新設し、畜舎等から出る者の身体・車両の消毒を徹底。

・ 消毒ポイントを通行する者の身体・車両の消毒義務を新設。

財政支援の強化

○ 平成22年度の宮崎県における口蹄疫の発生状況や同年度の高病原性鳥インフルエンザの発生状況
等を踏まえ、家畜伝染病の「発生の予防」、「早期の発見・通報」及び「迅速・的確な初動対応」
に重点を置いて防疫対応を強化する観点から、平成23年４月に家畜伝染病予防法を改正。

○ 上記改正のうち、財政支援の強化等については同年７月１日から、入国者に対する質問、飼養衛
生管理基準の内容の追加、一定症状の届出義務等については同年10月１日から、それぞれ施行。
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国内防疫の取組

（１）国は、都道府県と連携して、家

畜伝染病の発生予防やまん延防

止のための取組を実施。

（２）発生予防として衛生管理の徹底

やサーベイランスによる発生状況

の把握、ワクチン接種の指導等を

実施。

（３）疾病の発生時には、まん延を防

止するため感染家畜の処分や移

動制限などを実施。

国内での具体的な取組

・飼養衛生管理の徹底

・発生状況の把握
（サーベイランス）
・正しい知識の普及
・早期発見・早期届出

・感染家畜のとう汰
・移動の制限
・周辺農場の検査

飼養衛生
管理基準

特定家畜
伝染病
防疫指針
ほか

発生予防

早期発見

まん延防止
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